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2022 年 12 ⽉ 13 ⽇（⽕） 
株式会社マルアイ 

【2023 年お年⽟に関する実態調査】 

20 代以上の 4 ⼈に 1 ⼈が 2022 年の正⽉にお年⽟を貰っていたことが明らかに 
2023 年もお年⽟欲しい⼤⼈約 4 割、使い道は「貯⾦」「⽣活費の⾜し」と堅実派 

・20 代以上の約 5 割はお年⽟をあげる予定 
・勤務先や先輩後輩など⼤⼈同⼠で 1,000 円未満のお年⽟を贈り合う⼈が⼀定数存在 
・今年の年末年始は約 7 割が「⾃宅でゆっくりする」、次いで約 3 割が「親族で集まる」 

 
「こころ くらし 包む」をモットーに、さまざまな紙製品を通じて毎⽇のくらしに彩りと楽しさを提供する紙

製品・化成品メーカーの株式会社マルアイ（本社：⼭梨県市川三郷町、代表取締役社⻑：村松道哉）は、この度、
20 代以上の男⼥ 609 名を対象に【2023 年お年⽟に関する実態調査】を実施しました。 
 
調査の結果、20 代以上の約 5 割が来年 2023 年のお正⽉にお年⽟をあげる予定であることがわかりました。また、
2023 年にあげるお年⽟の総額は、円安や相次ぐ値上げで家計が圧迫される中でも、2022 年のお正⽉と変わらない
⼈が約 6 割でした。⼀⽅で、20 代以上の 4 ⼈に 1 ⼈がお年⽟を貰っている実態も明らかになり、2023 年もお年⽟
を貰いたいと思うと答えた⼈が約 4 割いました。また、お年⽟を家族や親族だけでなく、友⼈や先輩後輩にあげた
りする⼈や貰ったりする⼈も⼀定数存在し、少額ながら⼤⼈同⼠でお年⽟を贈り合っている様⼦も⾒られました。 
 
【主な調査結果】 
① 今年の年末年始は「⾃宅でゆっくりする」が最多で 67.3％と、約 7 割が巣ごもり正⽉を予定。次いで「親族で

集まる」が 29.7%で、約３割が年末年始を親族と⼀緒に過ごす予定。 
② 来年 2023 年は約 5 割の⼤⼈がお年⽟をあげる予定。あげる相⼿は最多が「孫」52.5%、次いで「親族の⼦ど

も」48.5%、「⾃分の⼦ども」46.9%。親族以外の「勤務先の⼈」「学⽣時代の後輩」「友⼈」にあげる⼈は 1 割
強。 

③ 来年 2023 年にあげる予定のお年⽟の総額は、今年 2022 年の総額と⽐較すると「変わらない」が 58.6%で最
多。お年⽟をあげる⽅法は「会って⼿渡す」が 85.1%で最多、郵送や振り込み、電⼦マネーでの送⾦は 1 割
弱。 

④ 今年 2022 年では、20 代以上の 4 ⼈に 1 ⼈がお年⽟を貰っていた。お年⽟をくれた⼈は最多が「祖⽗⺟」
27.9%、次いで「親」22.8%。親族以外の「勤務先の⼈」「学⽣時代の先輩」「友⼈」からもそれぞれ 1 割強。 

⑤ お年⽟を貰いたいと思うと回答した⼈が約 4 割。お年⽟を貰った場合の使い道は、最多が「貯⾦」58.2%、次
いで「⽣活費の⾜し」39.5%と堅実な傾向がみられた。 

 
【詳細】 
① 今年の年末年始は「⾃宅でゆっくりする」が最多で 67.3％と、約 7 割が巣ごもり正⽉を予定。次いで「親族で

集まる」が 29.7%で、約３割が年末年始を親族と⼀緒に過ごす予定。 



 
「今年の年末年始をどのように過ごす予定か」の質問に対し回答は、「⾃宅でゆっくりする」が最多で 67.3％、次
いで「親族で集まる」29.7%、「⾃宅近辺で外出する」15.1％だった。遠出をするような予定は 1 割以下にとどま
り、「国内旅⾏」7.6%、「⽇帰りレジャー」5.1%だった。 

 

 
② 来年 2023 年は約 5 割の⼤⼈がお年⽟をあげる予定。あげる相⼿は最多が「孫」52.5%、次いで「親族の⼦ど

も」48.5%、「⾃分の⼦ども」46.9%。親族以外の「勤務先の⼈」「学⽣時代の後輩」「友⼈」にあげる⼈は 1 割
強。 

「来年 2023 年のお正⽉では、お年⽟を誰にいくらあげる予定か」の質問に対する回答で、約 5 割の⼤⼈がお年⽟
をあげる予定であることがわかった。あげる相⼿は最多が「孫」52.5%、次いで「親族の⼦ども」48.5%、「⾃分の
⼦ども」46.9%と、⼦どもにあげる割合が⾼かった。⾦額は「孫」と「⾃分の⼦ども」に 10,000 円以上をあげると
回答した⼈がそれぞれ 3 割弱だった。 
「親」にあげる⼈は 19.5%で、⾦額は最多が「1,000 円台〜4,000 円台」34.2％、「10,000 円以上」27.6%と続い
た。親族以外にあげる⼈は 1 割強で、「勤務先の⼈」17.3%、「学⽣時代の後輩」16.9%、「友⼈」14.6%、⾦額は
「1,000 円未満」が 3 割強だった。 
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今年の年末年始をどのように過ごす予定ですか？
（n=609、複数回答）

約3割が親族で集まる予定

あげる
50.7%

あげない
49.3%

来年2023年のお正⽉に、お年⽟をあげる⼈の割合（n=606）

5割の⼤⼈が
お年⽟をあげる予定

※「来年2023年のお正⽉では、お年⽟を誰にあげる予定ですか？」の質問であげるお年⽟の⾦額を回答した⼈

約 7 割が巣ごもり派 



 
 

 
 

 
 

③ 来年 2023 年にあげる予定のお年⽟の総額は、今年 2022 年の総額と⽐較すると「変わらない」が 58.6%で最
多。お年⽟をあげる⽅法は「会って⼿渡す」が 85.1%で最多、郵送や振り込み、電⼦マネーでの送⾦は 1 割
弱。 

来年 2023 年にお年⽟をあげる予定があると回答した⼈ 309 名に「来年 2023 年にあげる予定のお年⽟の総額は、
今年 2022 年と⽐較するとどのようになるか」と質問すると、「変わらない」58.6%が最多だった。円安や相次ぐ値
上げで家計が圧迫される中でも、お年⽟の出費は昨年 2022 年と変わらない⼈が約 6 割であることがわかった。 
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来年2023年のお正⽉では、お年⽟を誰にあげる予定ですか？
※（）内の数値は各項⽬のn数（各項⽬の対象がいる⼈のみ）
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来年2023年のお正⽉では、お年⽟を誰にいくらあげる予定ですか？

1,000円未満 1,000円台〜4,000円台 5,000円台〜9,000円台 10,000円〜40,000円以上

3割弱が⼦どもに⼀万円以上をあげる予定

3割強が親族以外に千円未満をあげる予定

※（）内の数値は各項⽬のn数（各項⽬の対象がいる⼈のみ）



 

 
 
さらに来年 2023 年にお年⽟をあげる予定があると回答した⼈ 309 名へ「来年 2023 年のお正⽉では、どのように
お年⽟をあげる予定か」と質問すると、最多が「会って⼿渡す」85.1%で、⼤多数は直接⼿渡しするのが⼀般的だ
った。それ以外は 1 割程度で、「郵便や宅配で送る」11.7%、「銀⾏⼝座に送⾦する」5.8%、「電⼦マネーで送⾦す
る」3.6%だった。 

 
 
また、「お年⽟は、いつまであげるものだと思うか」と質問すると、最多は「⾼校⽣まで」38.7%、次いで「社会⼈
になるまで」27.0%、「⼤学・専⾨学⽣まで」13.8%だった。 
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2023年のお正⽉であげる予定のお年⽟の総額は、
2022年と⽐較するとどのようになりますか？（n=309）
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2023年のお正⽉では、
どのようにお年⽟をあげる予定ですか？（n=309、複数回答）

「会って⼿渡す」が8割強
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お年⽟は、いつまであげるものだと思いますか？（n=556）

「⾼校⽣まで」が
約4割と最多



 
④ 今年 2022 年では、20 代以上の 4 ⼈に 1 ⼈がお年⽟を貰っていた。お年⽟をくれた⼈は最多が「祖⽗⺟」

27.9%、次いで「親」22.8%。親族以外の「勤務先の⼈」「学⽣時代の先輩」「友⼈」からもそれぞれ 1 割強。 
「今年 2022 年では、お年⽟を誰からいくら貰ったか」の質問に対する回答で 24.5%がお年⽟を貰っていたことが
わかった。「祖⽗⺟」からは 27.9%、「親」からは 22.8%がお年⽟を貰っていることがわかった。貰った⾦額は
1,000〜40,000 円以上と幅広いが、そのうち約 3 割が 10,000 円以上を貰っていることがわかった。 
⼀⽅、親族以外からお年⽟を貰った⼈も⼀定数存在しており、「勤務先の⼈」12.3%、「学⽣時代の先輩」12.1%、
「友⼈」11.0%で、⾦額は「1,000 円未満」が約 3 割だった。 

 
 

 

お年⽟を貰った⼈
24.5%

お年⽟をもらって
いない⼈
75.5%

2022年のお正⽉にお年⽟を貰った⼈の数（n=606）

⼤⼈の4⼈に1⼈が
お年⽟を貰っていた

※「2022年のお正⽉では、お年⽟を誰から貰いましたか？」の質問で貰ったお年⽟の⾦額を回答した⼈
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2022年のお正⽉ではお年⽟を誰から貰いましたか？
※（）内の数値は各項⽬のn数（各項⽬の対象がいる⼈のみ）

貰った相⼿は「親」や「祖⽗⺟」からが約2割

親族以外から貰った⼈も1割強



 

 
 
⑤ お年⽟を貰いたいと思うと回答した⼈が約 4 割。お年⽟を貰った場合の使い道は、最多が「貯⾦」58.2%、次

いで「⽣活費の⾜し」39.5%と堅実な傾向がみられた。 
「お年⽟を貰いたいと思うか」の質問に対しての回答は、「とても思う」が 23.5%、「やや思う」が 19.4%という結
果に。約 4 割の⼤⼈がお年⽟を貰いたいと思っていることがわかった。 
 

 

 
「とても思う」「やや思う」と回答した 261 名に「お年⽟を貰った場合に何に使うか」と質問したところ、最多が
「貯⾦」58.2%、次いで「⽣活費の⾜し」39.5%と堅実な傾向が⾒られた。 
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2022年のお正⽉では、お年⽟を誰からいくら貰いましたか？

1,000円未満 1,000円台〜4,000円台 5,000円台〜9,000円台 10,000円〜40,000円以上

約3割が「親」や「祖⽗⺟」から⼀万円以上を貰っていた

約3割が親族以外から千円未満を貰っていた

※（）内の数値は各項⽬のn数（各項⽬の対象がいる⼈のみ）
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【考察】 
コロナ禍で迎える 3 度⽬の年末年始は、約 7 割の⼈が「⾃宅でゆっくりする」予定であることがわかりました。ま
た、「⾃宅でゆっくりする」に次いで約 3 割の⼈が「親族で集まる」と回答したことから、⼈と交流する機会をつ
くることに前向きな意向もうかがえました。 
お正⽉の⾵物詩であるお年⽟は、 “⼦どもにあげるもの”というイメージが⼀般的ですが、親や祖⽗⺟から成⼈した
⼦どもへあげたり、友⼈や先輩後輩で贈り合う様⼦が調査結果から⾒られました。お年⽟の⾦額は⼦どもや親など
近親者には 1,000 円単位から 10,000 円以上と⾼額、友⼈や先輩後輩には 1,000 円未満が多数おり、⾎縁関係がな
い相⼿には少額を気軽に贈りコミュニケーションとしてお年⽟のやりとりを楽しんでいることが考えられます。 
また、来年 2023 年のお年⽟は「会って⼿渡す」が 8 割強だったことから、コロナの感染拡⼤や景気の悪化が続く
不安定な状況下においても、新年ならではのお年⽟のやりとりがコミュニケーションのきっかけ作りとして多くの
⼈に親しまれていることがわかりました。 
 
マルアイは、昭和 50 年代に「お年⽟袋」の製造・販売を開始し、毎年約 380万枚の「お年⽟袋」を販売していま
す。今後も、お年⽟袋などの商品の提供を通して、⽇本ならではのおつきあいの⽂化を守り続けていきます。 
 
【調査概要】 
調査名：2023 年お年⽟に関する実態調査 
対象条件：全国 20 代〜60 代以上の男⼥ 
調査期間：2022 年 11 ⽉ 23 ⽇〜11 ⽉ 24 ⽇ 
調査⽅法：インターネットを利⽤したアンケート調査 
有効回答数：609 名 
 
マルアイについて 
1888（明治 21）年創業。⼭梨県市川⼤⾨に本社を構え、祝儀
袋や事務⽤封筒などの⽇⽤紙製品と、⾷品や精密機器を保護す
るための産業⽤包材を製造・販売しています。中でも祝儀袋・
不祝儀袋は合わせて約 500種類以上を展開し、業界で⾼いシェ
アを占めています。「こころ くらし 包む」をモットーに、みな
さまの暮らしを豊かにする製品を提供しています。 

社名：株式会社マルアイ 
代表：村松道哉 
本社所在地：⼭梨県⻄⼋代郡市川三郷町市川⼤⾨
2603番地 
設⽴：昭和 22 年 5 ⽉ 30 ⽇ 
HP：https://maruai.co.jp 
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お年⽟を貰ったら、何に使いたいですか？（n=261、複数回答）

「貯⾦」「⽣活費の⾜し」が
多数で堅実な傾向

本件に関するお問い合わせ先 
株式会社マルアイ  広告宣伝課 E-MAIL：pr@maruai.co.jp  TEL： 070-7416-9988（宮﨑） 070-7416-9987（安村） 


